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―広域への展開に向けて―
がん検診の重要性特別対談

第1弾

労働安全衛生法における健康診断について
－ 配置転換後労働者について －

作業環境測定室  室長　軸丸  靖章

聖隷健康診断センター　作業環境測定室
TEL：053-475-1229

みなさまに愛される保健機関をめざして̶

すこや か オ ア シ ス＆　事業者は、粉じん作業や特定化学物質の製造・取り扱い等の有
害業務に常時従事させたことのある労働者で、現に使用しているも
のに対し、一定の要件を満たしている場合には特殊健康診断を継
続して行わなければなりません（配置転換後労働者の健康診断）。
　すべての化学物質等が対象ではなく、特定化学物質（特化則）で
は発がん性等重篤な健康障害の可能性がある物質（特別管理物質
の一部）や石綿（石綿則）の製造・取り扱い等があった場合、じん肺
（じん肺法）では健康診断の結果が管理区分2または3であった場
合に対象となります。これら化学物質等については、作業をしなく
なった後に健康障害が出てくることもあるためこのような措置がと
られており、継続した健康管理が必要となります。
　化学物質等による健康障害を防止するためには、日々の業務に
おいて化学物質等にばく露されないことが非常に重要です。局所排
気装置等による発散抑制措置や定期的な作業環境測定により作業
環境を良好な状態に保ち、呼吸用保護具や化学防護手袋等の適切
な保護具をきちんと着用することで、ばく露を防止することができ
ます。
　取り扱っている化学物質やその業務内容が各種健康診断の対象
かどうか、また現場の労働衛生管理においてご不明な点がある場
合は、下記までご相談ください。

　近年、ファストフードやインスタント食品の過剰摂取などから、
味覚障害の人が増えているといわれています。あなたの周りに
食欲の無い方・極端な味付けをする方はいませんか？
　味覚の基本は「甘み・塩味・酸味・苦味・うま味」です。辛味・
渋味は、痛覚・温覚・触覚など味覚以外の感覚と考えられています。
味覚は、舌や上あご、喉の奥などにある味蕾（みらい）と呼ばれる
味細胞の集合体によって感じられます。
味覚には、食欲を刺激し唾液や消化液の分泌を促進する以外に、
危険なものを食べないように察知する働きがあります。
味覚異常には、味が薄く感じる（味覚低下）、味がわからない
 （無味覚）、異常な味がする（異味症）などがあります。

季節のワンポイントアドバイス

産業保健企画推進課  保健師　神津  民子

お問合せ

・聖隷健康診断センター
・聖隷予防検診センター
・地域・企業健診センター
・聖隷健康サポートセンター
・聖隷静岡健診クリニック

Shizuoka
浜松〈ゆうゆうの里〉

FAX.054-280-6252 

FAX.054-280-6252 

静岡交通ビル5F～7F

ラフレ初生

西部特別
支援学校

 ・新東名高速道路新静岡ICより約20分

マークス・ザ・タワー東静岡

 ・東名高速道路三方原スマートICより約15分

市役所  伊平  渋川

市役所  都田  フルーツパーク
市役所  葵町  都田口  テクノ  フルーツパーク
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10年後、20年後も自分の味蕾（みらい）を守り、
味覚を楽しみましょう。

味覚異常の主な原因

歯周病・カンジダ症などの疾患の影響があります。

亜鉛の多い食材を積極的にとりましょう！
牡蠣・アサリ・牛肉・大豆製品（納豆・高野豆腐）など

その他

降圧剤・精神疾患薬・鎮痛解熱薬・抗アレル
ギー薬・消化性潰瘍治療薬・抗がん剤などの
影響があります。

薬剤性

亜鉛は味蕾の新陳代謝に関わります。加工食品
に含まれる添加物が、亜鉛の吸収を妨ぎます。

亜鉛不足

加齢やシェーグレン症候群などの疾患や薬の
影響があります。

唾液の分泌低下

“味覚の秋”
自分の味覚に自信がもてますか？

い  みしょう


